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科学と音楽の邂逅
ベートーヴェン生誕250年を祝して
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※無断転載・転写はご遠慮ください。
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言語と心をつなぐ芸術

言語

心

脳

芸術

人間はなぜ芸術を創るのか

• 新しいものを創ろうとする脳の働きがあるから

• 創作は、自分と他人を結ぶ基本的な欲求

• 創作も理解もすべては人間の脳の機能

• 芸術とは美の追究である

• あらゆる国の古典芸能・伝統芸能もすべて、

脳が生みだす芸術であり、普遍性を備える

（例えば日本古来の能・歌舞伎・茶道など）

※無断転載・転写はご遠慮ください。
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仮説：深い「美意識」は文法能力にあり

入力 出力

分析 合成
文
法

「文法」は入出力に対して中立で、
美的直感や創造性を生むエンジン

※無断転載・転写はご遠慮ください。
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言語の創造性

• 言語L（language）の文法とは、Lの全ての文

法的列（文）を生成し、非文法的列（非文）を

１つも生成することがない装置（p.12）

• 「英語話者が新たな発話を産み出したり理解

したり出来る一方、他の新たな列を英語には

属さないものとして退けることが出来るという

能力を説明（explain or account for）」するこ

と（p.29）

音楽の創造性

• 音楽M（Music）の文法とは、Mの全ての文法

的列（楽節）を生成し、非文法的列（非楽節）

を１つも生成することがない装置

• 「音楽家が新たな演奏を産み出したり理解し

たり出来る一方、他の新たな列を音楽には属

さないものとして退けることが出来るという能

力を説明（explain or account for）」すること

• 構成美の上に芸術性（良し悪しの質）がある

※無断転載・転写はご遠慮ください。
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普遍文法（UG）とは

1. （第１原理）木構造で枝分かれの生じる節点

では、下に主辞（head）が必ず含まれる。

2. （第２原理）木構造で枝分かれの生じる節点

では、二股の分岐が必ず生じる。

• 普遍文法は、人間が生まれつき持つ言語機

能であり（言語生得説）、教わる必要はない。

a house for everyone

家みんなの

Head-Final Language (SOVなど)

Head-Initial Language (SVOなど)

動詞句OVでは
Vがhead

動詞句VOでは
Vがhead

※無断転載・転写はご遠慮ください。
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普遍文法に基づく「木構造」
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木構造の効用：大波の分節化ができる

※無断転載・転写はご遠慮ください。
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普遍文法：言語はフラクタル

• ２つの要素を合わせるという単純な演算「併合」

（Merge）を再帰的に繰り返す事で文が作られる。

• あらゆる文は、すべて２股で出来た、階層的な

木構造で表される。その幾何学はフラクタル。

• この原理こそ、母語話者の脳にある文法知識。

• 有限の数の音素や単語から、無限の種類や長

さの文が作れる。

言語と音楽に共通した階層構造

「言語」：音素 → 語 → 文節・句 → 

文・段落 → 文章

「音楽」：音符 → 動機・定型 → 楽節 → 

楽段 → 楽章・楽曲

声のピッチを変えても意味が同じように、
音楽も原則としてピッチによらない

※無断転載・転写はご遠慮ください。
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全体から部分へ：言語の場合

• 人間の出す音声と機械音の違い

• 言語音と叫び声、男声と女声の違い

• 話し声と歌唱（ベルカント）の差

• 何語か（例：スペイン語とイタリア語）が分かる

• 何を言っているか（意味）が分かる

→ つまり、「らしさ」がより細かく精緻になる

全体から部分へ：音楽の場合

• クラシック音楽・ジャズ・演歌・民謡の違い

• モーツァルトとベートーヴェンの違い

• 長調と短調の差

• ハ長調とニ長調、ハ短調とニ短調

• クライスラーとハイフェッツ

→ つまり、「らしさ」がより細かく精緻になる

※無断転載・転写はご遠慮ください。
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脳から見れば言語と音楽は同じもの

• 歌は、歌詞（詩）の韻律や文節を音楽的に

発展させたもので、構造的には共通する

• バッハの無伴奏曲のように抽象的な（意味

が昇華された）音楽作品も、適切な分節化

で「弾き語り」の表現ができる

• 音楽でも「文法中枢」が活動する（未発表）

「ダダダ・ダーン」の場合
• 弟子のツェルニー「小鳥の鳴き声を利用したもの」

• 同じ時期にベートーヴェンが作曲したピアノ・ソナ

タ「熱情」では、冒頭と終わりの低音域に、よく似

た動機「（ン）タタタ・ターン」（「ン」は休符、

二番目の「タ」にアクセント）が繰り返される

• 交響曲第五番の第三楽章では、三拍子のリズムに合

わせて「ン」を省いた「タタタ・ターン」（最初の

「タ」にアクセント）に変わる

• その終楽章では「タタタ」が三連符となった音型も

加わる。いずれもホルンが力強く先導する形で推進

力を増して行く

※無断転載・転写はご遠慮ください。
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ベートーヴェンの交響曲の階層性

ベートーヴェンはボトムアップ、
モーツァルトはトップダウン

1st Vn

2nd Vn

Viola

Flute

Clarinet

Cello

Bass

※無断転載・転写はご遠慮ください。




